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に
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曖
化
」

温
暖
化
」
や

「気
候

と
一祠
っ
て
は

い
ま
し

先
の
話
と

い
っ
た
感

し
た
．
し
か
し
昨
年

メ
デ
イ
，
こ
‘
ら

，

今
ま
で
か
ら

動
」
で
大
一２

が
．
何
か
ま

●
め
ま
せ
ん

一座
い
ま
し
た

イロ′ヽモミツの栞

オオモミジの桑

＾
ば

カ

エ
デ
と
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る

の
で
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ょ

イ●

■つ る デ～な, ヽ ヽ ま

,`

■■
むつば

０
ま
え

の
よ
う

に
ス
気

，
「一
て
昴
げ
化

の
話
を
伝
え
ま
す
．
た
だ
＝
本
政
府
だ

け
ほ
本
だ

の
ん
び
０
し
て
い
て
Ｃ
０
２

削
減
は
進
ま

， １

世
撃
か
ら
ま
た
し
て

も

「
化
●
賞
」
を
ｎ
蚊
す
る
姉
水

で
す
．

そ
れ
ど
こ
ろ
か
悪
の
０
し
て
Ｌ
炭
素
と

・
―
う
こ
と
で
凛
発
を
●
●
働

・
増
設
す

る
と

い
う
昴
■

の
皿
さ̈
で
す

．

京
都
の
¨
■
は

一
¨
４
中
句
ｉ
で
二

〇
女
度
を
記
録
．　
一
時
■
よ
―

一
遇
も

こ
か

っ
た
．
こ
ん
な
こ
と
も
あ
―
¨
■

に
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る
の
が
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れ
．
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年
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■
■
が
■
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桜
並
本
な
ど

一
０
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点
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が
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．
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市
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．
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＝
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．
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．
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）
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会
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Ｔ
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ｒ
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．
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＾
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．
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と
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の
も
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メ
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ヽ
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去
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ク
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ジ
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と
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ヽ
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＾
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．
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．
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ヽ
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．
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．
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チ
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天
狗

の
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扇

め
て
そ
れ
を
見
た
の
は
カ
タ
ク
リ
な
ど

，
本

の
■
を
地

に
出
か
け
た
赤
■
山
の
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妨

一、

思
わ
す
●
枚

か

の
，

■
を

繊

っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
．

ウ
リ
カ
エ
デ
と
●
り
（
ダ
ヵ
ュ
デ
．

こ
れ
も
よ
く
似
た
名
で
す
．
´
ち

，
ｔ

椰
肛
が
ｉ

、́

氏

の
よ
う
＝
“
が
人

，

ま
す
．
ヽ
の
大
き
さ
が
違
う

の
で
‥
つ

の
違

い
は
わ
か

，
や
す

い
で
す
．．
た
だ

ウ
リ
カ
エ
テ
の
ヽ
本
は
明
れ
込
み
が
あ

っ

た
，
な
か

っ
た
０
．
板

々
な
タ
イ

，
が

あ
り
変
化
に
■
み
ま
す
．
非
だ
け
で
ウ

リ
カ

エ
デ
Ｌ
晰
ｔ
せ
ず
に

，
Ｆ
の
低
泄

の
谷
や
●
＝
詢
に
大
き

ヽ
イ
タ
ヤ
方
エ

ア
を
■

つ
け
る
と
覚
え
て
お
く
と
■
¨

―
ぎ
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
．
そ
れ

●)

名
H,
め

|||

張
り

い

っ
け

―
の
一柴
を
付

「

一、

ま
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で
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な
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・
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た
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ま
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よ
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こ
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―
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■
制
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入
れ
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■
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ハ
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．．
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．
し
か
し
何
度
も
見
て
い
る
と
葉
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．
テ
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